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１．研究開始当初の背景・動機 
 人類史 700 万年とは、猿人の登場から現代の

新人ホモ・サピエンスの登場に到るまで、消え

ていく「旧人」と新時代を切り拓く「新人」の

交替劇の繰り返しであり、われわれ現代の地球

人は次なる交替劇の渦中にいるかも知れない。

そのわれわれの行く末を考える上で、4 万年前

以降、世界各地で人類史上直近の交替劇を演じ

た旧人ネアンデルタールと新人ホモ・サピエン

スの間でいったい何が起こったのか、なぜ新人

に軍配が上がったのかを知ることは有益である。

その交替劇の最大の舞台のひとつである西アジ

ア死海地溝帯で交替劇を演じた旧人（20 万年前

-）、新人の祖先（10 万年前-）、新人（4万年前-）

の間でいったい何が起こり、なぜ新人に軍配が

上がったのか。その真相に迫るために、以下の

４研究を行う。 

２．研究の目的 
（1）人類進化博物資源データベース 

 交替劇の時代状況・社会状況の諸相に関する考

古学的証拠を集成するデータベースを構築する。 

（2）シリア・デデリエ洞窟発掘 

 洞窟の発掘を進め、洞窟一帯でも起こった旧人

と新人の交替劇の時代状況・社会状況の真相に関

わる一次資料を集積する。 

（3）旧人と新人の頭蓋・脳 

 化石人骨資料を用いて、頭蓋・脳の仮想復元の

方法技術を開発し、頭蓋モデルおよび脳鋳型モデ

ルの形態特徴の定量化と形態差を検証する方法

を確立し、両者の脳のはたらきの諸相を比較検討

する。 

（4）旧人と新人の交替劇１ 

 交替劇はヒトの学習能力の優劣によって起こ

ったという作業仮説を検証する。 

３．研究の方法 
（1）人類進化博物資源データベース 

 関連する考古学的証拠のコンテンツとして人類

進化博物資源情報、化石人骨、西アジア旧石器時

代遺跡、遺跡年代を集成する。 

（2）シリア・デデリエ洞窟発掘 

 洞窟の発掘を進め、洞窟一帯でも起こった旧人

と新人の交替劇の時代状況・社会状況の真相に関

わる一次資料を集積する。 

（3）旧人と新人の頭蓋・脳 

 化石人骨資料の CT 測定、データ処理、頭蓋およ

び脳の三次元モデルの生成、同モデルの形態特徴

の定量化と形態差の分析を行う。また、頭蓋・脳

の左右非対称性の評価方法を検討するために現代

人の MRI 測定とデータ解析を実施する。 

（4）旧人と新人の交替劇 

 旧人と新人の交替劇の真相が後者の優れた個

体学習能力にあったと想定し、個体学習能力およ

び関連する社会学習能力が進化する条件を、環境

の時間的変動・空間的異質性との関係において理

論的に究明する 

４．これまでの成果 

 具体的成果は以下の通りである。 

(1)旧人・新人の学習能力差の理論的根拠の検討

（青木健一） 

 個体学習（試行錯誤・思考実験等）および社

会学習（模倣・教育等）能力の進化に関する理

論集団遺伝学的研究に基づいて、生物を取り巻

く環境の時空変化が学習能力の進化を左右する

こと、とりわけ異質な環境へ速やかに適応する

必要性から個体学習能力が強化される理論的根

拠を解明し、新人の現代的行動の背景には優れ

た個体学習が存在し、その能力は彼らの急速な

移住拡散によって進化し、そこに交替劇の究極
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の原因が求められるとする作業仮説を提起する

ことが可能となった。 

(2)旧人・新人の学習能力差の考古学的証拠の集成

（西秋良宏・米田 穣）  

 旧人と新人の考古資料は、交替劇の時代状況

のもとでの両者の学習行動の産物の残存であり、

学習能力のあり方を比較することのできる唯一

の物証である。そして、考古資料にみられる文

化伝統の継承からは社会学習を、一方、新技術

の出現からは個体学習の性質をそれぞれ読み取

ることが可能であり、両者の考古資料から技術

格差の特質と時空分布を解析することによって、

両者の学習能力差の存在を定量的・実証的に検

証することが可能であることが分かった。 

(3)旧人・新人の学習能力差の解剖学的証拠の検討

（近藤 修・鈴木宏正・定藤規弘）  

 旧人と新人の技術格差の原因を個体学習の能

力差に求めるとの仮説が正しければ、それを司

る脳の神経基盤に両者の間で違いが存在するこ

とになる。そこで、学習能力の神経基盤の詳細

を現生人類において機能的 MRI を用いて検討し、

得られる脳機能地図を、生成する旧人と新人の

化石頭蓋・脳鋳型モデルに写像することにより、

言語・学習機能領域の定量的比較解析を行い、

古神経学的解釈をもって両者の学習能力差の存

在を解剖学的に検証することが可能であること

が分かった。 

(4)デデリエ洞窟発掘 

（赤澤 威・西秋良宏・米田 穣・近藤 修） 

  洞窟調査によって、旧人に先立つ前期旧石器

時代（30 万年前—）から旧人に代表される中期

旧石器時代（20 万年前—）、新人時代の晩期旧石

器（1万 4000 年前—）まで過去 30 万年分の考古

学・人類学的資料が蓄積され、一帯で起こった

交替劇の時代状況と適応的行動の相互作用の様

態を考古資料に基づいて具体的に復元し、旧人

と新人の間での学習能力の違いの存在を実証的

に検証する資料が蓄積された。 

５．これまでの進捗状況と今後の計画 
 進捗状況は上記の通りで、以上に今後の計画を

まとめる。 
(1)作業仮説の理論的根拠となる学習能力の進化

モデルの解明について 

 引き続き理論集団遺伝学および数理生態学の

手法により、時間的または空間的に変化する環

境における学習能力の進化のモデリングを行う。

死海地溝帯における旧人・新人交替劇の原因が

両者の生得的な学習能力差と、それによって生

じた技術格差にあるとする仮説モデルを定義し、

考古学的証拠と解剖学的証拠との整合性を検証

する。 

(2)旧人・新人の学習能力差の考古学的証拠の解

明について 

 関連する旧石器遺跡の入力作業の継続と平行

してデータ群の統一性並びに付加価値の添付作

業に取り組み、その結果に基づいて交替劇前後

の旧人・新人の道具製作伝統の時間的・空間的

分布のあり方の特徴を検討する。そして、その

特徴が、新人遺跡では革新的しかも急速な変化

を示し、旧人遺跡では伝統技術が革新的変化を

起こすことなく継承され続けるとするこれまで

の一般的な評価を実証的に検証するとともに、

その結果を両者の学習能力差の存在という視点

から検討する。 

(3)旧人・新人の学習能力差の解剖学的証拠の解

明について 

  化石脳の復元、すなわち，化石頭蓋を精密に

復元し、その形状から脳鋳型モデル生成そして

消えた化石脳を高精度で推定するという本研

究班の中心課題について、引き続き化石資料に

基づく復元作業に取り組むが、より一般的な結

論を得るために、現生の人類のみならず、新た

に霊長類、特に大型類人猿の頭蓋と脳の関係を

調査・検討する。すなわち、旧人の化石脳の推

定において、現代人の頭蓋と脳の関係を外挿的

に利用するだけでなく、現生類人猿の頭蓋と脳

のデータも利用できれば、両者を併せて内挿的

な推定も可能となるからである。 

(4)デデリエ洞窟発掘 

  引き続き発掘調査を進め、洞窟における過  

 去 30 万年間の居住史に関する考古学・人類学 

 的資料の充実に取り組み、洞窟一帯で起こっ 

 た交替劇の時代状況と適応的行動の相互作用 

 の様態を復元記載する。 
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